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のアブダクションにもとづく談話処理の定式化である、 Interpretation as Abduction [Hobbs et 
al., 1993] の枠組みについて詳しく述べている。







































習することが目的である D 本章では、アブダクションを構造予測問題の一種と考え、 Passive
Aggressive アルゴリズム [Crammer 06] を適用することで、学習を実現する。
第 5 章素性ベースアプローチによる照応解析











ンコードされてきた (2 つの表現が同義語辞書にあるかの 2 値素性など)。
本章では、実際にこれらの情報を用いて照応解析を行うモデルを構築し、実際の解析結果に対
してエラー分析を行なった。その結果、これらの手法では、照応詞に対して意味的整合性のある
先行詞が複数存在する場合の解析が難しいことがわかった口たとえば、 "The scientists gave the 
chimps some bananas because they were hungη" とし、う文には、 they と整合性のある表現が
2 つ存在するため (scientists ， the chimps)、従来の手法ではシステマチックに先行詞を決められ














例えば上述の例に対しては、因果関係などの世界知識を用いて“thechimps eat the bananas", 
“ they eat something" といった情報を推論により明らかにし、 2 つの eat イベントの共参照関係












































第 5 章と第 6 章では、談話処理の一種である「照応解析J を題材として、従来の素性ベースの
談話処理の手法と推論ベースの談話処理の手法に対する考察を行なっている。まず、第 5 章では、
素性ベースの照応解析モデ、ルを構築し、実際の解析結果から素性ベースの手法の問題点を論じて
いる。これを受けて、第 6 章では、アブダクションにもとづく推論により素性ベースの手法の問
題点を解消できることを示し、素性ベースの手法に対して推論ベースの手法を融合し、談話処理
を実現する枠組みを提案し、推論を取り入れたことの効果を検証している。
第 7 章は結論である。
以上要するに本論文は、談話処理で知識ベースを有効活用する枠組みとして、アブダクション
にもとづく論理推論を従来の素性ベースの手法と融合させながら実現する手法を提案し、その効
果を実験的に検証・考察したものであり、自然言語処理の分野に新しい研究領域を切り開いたと
いえる。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
可Ei??
